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0障害者虐待防止法は、障害がある人へのあらゆる虐待を禁止しています。

0虐待を発見した人|こは通報義務があります。虐待に気づいたら速やか|こ
つうほう  そうだん

通報や相談をして<ださい。
き そう き はっけん  そう き たいあう しゆうよう

0あなたの気づきが早期発見、早期対応するためには重要です。

あんしん く ぎゃくたいぼう し   と   く

だれもが安心して暮らせるように、みんなで虐待防止に取り組みましょう。



用 Eコ

平成24年 10月 1宙に施行されました。

と皆益)、 その他心当の議経の経讐がある者です。
鱈警響与樵L韻簿してない哲や、18謡柔詩の考も巻まれます。

lう
かによつて分類されています。

を諄巽籍撻載箕甜鼻几箕簿を
一人ひとりがこの問題を認識し、虐待を未然に防ぎましよう。

Lょぅ鐸絆替睡羞温と監、ぃ無か醇し
障害者虐待防止法(正式篭称 :「障害者虐待の防止、

する法律」)は障害者の尊厳をあびやかす虐待を防ぐた

障害者の養護者|こ対する支援等に関

めの法律です。

インはありませんか?

かさ うこな ば あい

これらのい<つかが重なって行われている場合もあります。

層讐がある指の色の画りのと金や
金銭管理などを行つている欽 款

胃虐災響による暫特のことです。

峰瞥碧腕 記晏ゃ峰軸 サービ

ス事業所等で働<職員|こよる虐待

のことです。

しようしゃ     gゃ くたぃ
使用者による虐待

障害がある方を雇用している事業

主(上司等)による虐待のことです。

よう ご しゃ     ぎゃくたい

養護者による虐待
F―

頗

障害者福祉施設従事者

等による虐待

チェックリスト

ぎゃくとい

してみましょう。



み ぢか

Mあ なたの身近でこんなことはありませんか ?チェックしてみましょう。
なぐ

0殴る
Iタ

0蹴る

しょうがいしゃぎゃくたい

障害者虐待チェックリスト

≪ 1.身体的虐待≫

暴力や体罰 |こよつて身体 |こ傷やあざ、痛みを与える行為。

また、正当な理由な<身動きの取れない状態にすること。

□ 身体に不自然な傷、あざ、火傷 C,オl)がある。
□ 傷 。あざ等の原因や理由がはっきりしないことが多い。
□ 以前に比べて家族や周りの人に対する態度や応対が変わつた。
※急にあびえる、少しの動きにも身を胃るような素振りをする など

□ 特に体調不良でもないのに、急 |こ人とのコミュニケーンヨンが少な<なつた。
□ 急に周りの人に対して攻撃的 |こなることがある。

せいてきぎゃくたい

≪ 2.性的虐待≫

0つねる
し|よ

0縛りつける
と   こ
0閉 じ込める

な 匂

日

ど

●性的行為を強要する
R

はだか

0裸にする
はなし

0わいせつな話をする
0わいせつな映標を
み

見せる など  」

しょうがいしゃ こうい

障害者にわいせつな行為をすること、させること。

ひと  たい    けんあ かん  いだ             げんどう  たい ど
人 |こ対して嫌悪感を抱いているような言動や態度をとることがある。
ひと  さわ きょくたん  いや

人 |こ触られることを極端 |こ嫌がる。
ほこうなど ●ふ しぜん すわ

歩行等がいつもより不自然だつたり、座つた姿勢が保てないことがある。
こうもん  せい き

しせい  たも

しゅぅけつ  きず  み

肛門や性器からの出血や傷が見られる。
きゆう こ わ

急にあびえたり、恐がつたり、人目を避けることがある。
ひとり   す     しかん  ふ
一人で過ごす時間が

'曽

えている。

≪ 3.心理的虐待≫
障害者を侮辱したり拒絶したりするような警彙や態色で

精神的な基薦を尊えること。

ひとめ   さ

じふん  からだ じしょうこうい   ふ

●基浅する

剰

」

と な

0怒鳴る
0ののしる
こ     あつか
0子ども扱いする

な ど

うらめん  つづ

□

□

□

□

□

□

□

自分の身体をたた<、 3つける、かきおしるなど、自傷行為が増えている。

生活リズムが急 |こ不規則になつた。

身体を萎縮させるようなことがある。

突然わめいたり、泣いたりする。

過食や拒0など、食事 |こついて変イヒが見られる。

以前と比べて意欲がない、投|ずやりな様子で過ごしている。

以前と比べて体調が悪いと訴える。

い
い（一

裏面 |こ続<



≪ 4.経済的虐待≫
,章害者の同意なしに(」       

れ`さん
にたはだまして)、 財産#ね

んどん ちんどん つか
D年金、賃金を使つたり

日常生活に必要なあ金を渡さないこと。

口 年金や賃金があるにも関わらず、あ金がないと訴える。
□ あ金を頻繁|こSIき出す。
□ 施設やヘルパーなどのサービス利用料や生活費の支払いができない。
□ 知人や友人に誘われて夜間出歩<ようになる。
□ 今まで付き合いのなかった人が家に出入りしている。
□ 以前と比べて出費をともなう外出や娯楽の機会が急に減つた。

≪ 5.放棄・放置 (ネグレクト)≫
食事や入浴、洗濯、排泄などの世話や介ロカをほとんどせず、

鰹讐響のな雪を妻筆させること。蓬得匠負づきながら霰昌すること。

わた
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●勝手に財産や

預貯金を使う
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□

□

□

□

□

空腹を頻繁|こ訴える。

異臭がする。髪や爪が伸びたまま
散勢     い ふ<  つオa  あな       れつあ<  えいせい しょうとょう

で汚い。衣服が常に同じなど劣悪な衛生状況|こある。

いつ見ても皮膚に湿疹やオムツかdれがある。

自分や他人、物に対して投げやりな態度が見られる。
やくそ<ごと   しえん          とうしつ

約束事や支援サー暉スを当日になってキャンセルすることがある。

ハハ
ハ

ぎゃくたい

さんこう  しょうがいしゃざゃくたいはう し   て び                           ぜんこくしゃメ九 ふ`<し どょうぎ力い
参考 :,章 害者虐待防止の手 SIき (チ ェックリスト)ver 3(全 国社会福祉協議会 )

み のが たいせつ

そうだん

虐待のサインを見逃さないことが大切 !!
ぎゃくたい おも

と思ったら「虐待かな ?」 ご相談ください。ヽ

つうほう  そうだんまどぐち

通報・相談窓ロ

◇岩国市地域包括支援センター 電話 0827‐ 29‐2566
(休日・夜間も同じ)

いわくに し しょうがいしゃ しえん か

◇岩国市障害者支援課     電話 0327‐29日2522
FAX:0827-22-2814 E― rna‖:shOu― shien@cityBIwakuniJgttjp
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うらめんさんしょう

(裏面参照 )
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このため、虐待が発生していても表面化しに<<、 支援が届きに<い現状があります。

諧昌る鋤 乞する訴に軍嘉%驚し、差整につなげてい<ことが重要です。

禦身 轟:
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かまいません。
と<めい    か のう
匿筈でも可能です。

 ヽ あそ
の恐れでも遭 遭

醒 的中 中

臼
ロ

せんもんてと  しえん
専門的な支援をする

介護の負担を軽くする
かい ご   ふ たん  かる

様々な専門機関がネットワークを

組んで支援を行います。

障害福祉サービス禾」用で醤是

者などの負担を減らし、養護者

が冷静になれる時間や休息でき

る時間をつ<る

カウンセリング莉焉や象穣婆への
参加でく疲弊した養護者の心を癒す

病気や経済的問題など

に対して専門機関から支援
激

を行う

専門家のB力言等怠 障害

に関する知識や介護技術

の情報を提供する

～ 虐待を防ぐためには ～

虐待は、介護疲れ、障害 |こ関する理解不足など、様々な要因が絡み合って起こります。
しょうがいしゃ  かいご       ばあい    かぞ<        かか    ひと       きょうりよく   あこな    ういき  さ3iざま
障害者の介護をする場合は、家族をはじめ関わる人すべてが協力して行い、地域の様々な

せつきよくてき  りよう

サービスを積極的に利用しましょう。

養護者を含ぬ家族全体を地域ぐるみで支援し、孤立させない事が根本的な虐待防止 |こつなが

ります。

心のケアをする
こころ



謹得に勇づいたらご稲獣くださぃ!
碗⑮がいしゃぎゃ<たい  そう きはつけん  たいせつ            っぅほぅ  そぅだん
0障害者虐待は早期発見が大切。すみやかに通報・相談を 1

●虐待かどうかの判断は必要ありません。
ぎゃくたい

ぎゃくたい

そうだん

はんだん  ひつよう

すこ うたが

いわくに し しょうがいしゃ し えん か

あも ゆう き

「虐待かな ?」 と少しでも疑いがあると思われたら、勇気をもつて

ご相談<ださい。

◇岩国市地域包括支援センター

疑素活:0327‐ 29‐2566誅冒・義簡も簡じ)

◇岩国市障害者支援課

疑泰舌:0327田 29田2522
FAX:0827-22-2814
E―mail shou― shien@city.iwakuni。 lg。,p

しょうがいしゃ  ぎゃくたい  ぼう し

障害者の虐待を防止するために、
きょうりょく

つうほう  そうだんまどぐち

通報 。相談窓口
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安

○通報・相談された方の個人!臆報は輩られます。

○会社や施設等での虐待の場合、通報を理由に解雇すること

や、その他不利益な扱いをすることは禁じられています。

かた   こ じん碗0ほう  まもつうほう  そうだん

ご協力をおねがいします。


